
＜諮問事項＞

文化芸術の振興のための基本的施策の在り方について

・「ソフト」と「ヒューマン」に軸足を置いた文化芸術振興

・経済活動・地域活動の活性化

・国、地方、民間、個人等の役割

・人材育成 ・寄附文化の醸成等新たな手法の導入

＜構成＞

文化政策部会：部会長・宮田亮平東京藝術大学長ほか

＜スケジュール＞

６月末頃 中間報告 ２３年２月 最終報告予定

文化政策をめぐる国の動き

＜内容＞ ※非公開 事務局：総務省

新しい公共を進めるため、寄附税制、公益活動を担う法人（Ｎ

ＰＯ法人、公益法人等）に係る税制について検討

＜構成＞

座長：渡辺周総務副大臣

その他財務副大臣、内閣府副大臣 等

＜スケジュール＞ ４月末 報告予定

＜内容＞

アジアも視野に入れた日本の経済成長戦略を策定

内需と外需のバランスがとれた新たな経済成長を目指す

＜構成＞

政務三役がコアメンバーで、毎回5～7名ずつ有識者を招き
ヒアリング

＜スケジュール＞

２１年１２月３０日 「新成長戦略（基本方針）」閣議決定

２２年６月初旬目途 「成長戦略実行計画（工程表）」を含む

「新成長戦略」の取りまとめ

市民公益税制PT（政府税制調査会）市民公益税制PT（政府税制調査会）

経済戦略検討会議（経済産業省）経済戦略検討会議（経済産業省）

＜内容＞ ※首相の私的諮問機関
「新しい公共」という考え方や今後の日本の政策のあり方を議論

＜構成＞
座長：金子郁容慶應義塾大学大学院政策・メディア研究科教授

福原義春資生堂名誉会長ほか
（平田オリザ内閣官房参与が出席）

＜スケジュール＞
３月 第２回、３回 税制、新しい資金のあり方を検討
５月下旬 取りまとめ（全８回予定）

連携

「新しい公共」円卓会議（内閣府）「新しい公共」円卓会議（内閣府）

踏まえて

文化審議会（文部科学省・文化庁）文化審議会（文部科学省・文化庁）
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